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８ ２ け た で わ る 計 算
（１）何十でわる計算

基本のたしかめ

１０をもとにして考えよう。

１ ６０まいのおり紙を２０まいずつ分けます。

何人に分けられるでしょう。

「同じ数ずつ分ける」とこたえがでるしくみなので、

わり算になります。

・式をかきましょう。

① 式

・計算のしかたを考えましょう。

１０をもとにして考えると

② ６０まいは、１０が たば、２０まいは、１０が たば

だから

６たばを２たばずつ分けることと同じことなので

÷ ＝ と考えることができます。

よって

６０÷２０＝ になり

答え 人

２ １８０÷６０の計算のしかたを１０をもとにして考えましょう。

１８０は１０が

① １８０÷６０ だから ÷

６０は１０が

１８０÷６０＝ 答え

１０１０１０ １０ １０１０
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３ １こ３０円のあめを買います。

２００円では何こ買えて、いくらあまるでしょう。

① 式をかきましょう。

式

② 計算のしかたを１０をもとにして考えましょう

１０をもとにすると

２００は１０が

２００÷３０ だから

３０は１０が

２０÷３＝６ あまり ２ になります

あまりの２は１０が２こあることだから です

よって ２００÷３０＝ あまり になります。

答え こ買えて 円あまる。

③ ２００÷３０＝６あまり２０のたしかめをしましょう。

たしかめの式は

わる数×商＋ ＝わられる数 です。

３０×６＋２０＝

□が２００になれば、わり算の計算が正しいことにな

ります。たしかめは、かならずするようにしましょう。
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ステップ〈１〉

４ □にあてはまる数を書きましょう。

① ８０÷２０は、 をもとにすると８÷２になるので、

８０÷２０の答えは、 です。

② １４０÷７０は、 をもとにすると１４÷７になるので、

１４０÷７０の答えは、 です。

③ １５０÷４０は、 をもとにすると

１５÷４＝ あまり になります。

１０をもとに考えているからあまりは になります。

だから１５０÷４０＝ あまり になります。

たしかめ わる数 × 商 ＋ あまり ＝ わられる数

× ＋ ＝ １５０

ステップ〈２〉

５ 次の計算をしましょう。

① ４０÷２０ ② １５０÷５０ ③ ２１０÷３０

④ ３２０÷４０ ⑤ ４００÷８０ ⑥ ４２０÷６０

６ 次の計算をしましょう。また、たしかめもしましょう。

① ８０÷３０

たしかめ
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② ２９０÷９０

たしかめ

③ ２７０÷７０

たしかめ

７ ４８０㎝のテープを１本７０㎝ずつに切るとテープは何本でき、何㎝あまるでし

ょう。

式

答え

たしかめ

ステップ〈３〉

８ 学校でにわとりを育てています。

毎日６０Šずつえさをあたえます。ひとふくろ５㎏８００Š入っているにわと

り用のえさは、何日分あたえることができるでしょう。

また、あまりは何Šでしょう。

式

答え

９ ２４００円のプラモデルがあります。

１ヶ月３００円ずつためると何ヶ月で買うことができるでしょう。

式

答え
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（２） （２けた）÷（２けた）の計算

基本のたしかめ

わる数を何十とみて考えよう。

１ あめが６５こあります。

２１人に同じ数ずつ分けると１人分は何こに

なり、あまりは何こになるしょう。

① 式をかきましょう。

わる数の２１を四捨五入して２０とみて商の見当をつけると

およそ となる。 ２０

２１）６ ５

② 上の６５÷２１の計算を筆算ですると次のようになります。

３ ３ ３
２１）６ ５ ２１）６ ５ ２１）６ ５ ２１）６ ５

６ ３ ６ ３

２

見当つけた商の ２１と３をかけ ６５から６３を

３を、一の位に る。積の６３を６５ ひく。

たてる の下にかく。

６５÷２１＝３あまり２

答え １人分は３こ で ２こあまる。
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見当をつけて筆算してみよう。

２ ８５÷２４の計算のしかたを考えよう。

① わる数の２４を四捨五入して２０とみて商の見当をつけると

およそ となります。

② ８５÷２４の計算は、筆算で次のようになります。

２０ ４ ４ ３
２４）８ ５ ２４）８ ５ ２４）８ ５

９ ６ ７ ２

１ ３

見当をつけた商の４と たてた商の４を小さ 見当つけた商が

２４の積は、８５より くして計算します。 大きい場合は小さくし

大きくなります。 ていけばいいんだね。

３ ８９÷２７の計算のしかたを考えよう。

① わる数の２７を四捨五入して３０とみて商の見当をつけると

およそ となります。

② ８９÷２７の計算は、筆算で次のようになります。

３０ ２ ２ ３
２７）８ ９ ２７）８ ９ ２７）８ ９

５ ４ ８ １

３ ５ ８
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見当をつけた商で計算 たてた商の２を１大き

すると、あまりがわる くして計算します。 見当つけた商が

数より大きくなります 小さい場合は大きくし

いけばいいんだね

ステップ〈１〉

４ □にあてはまる数をかきましょう。

① ４５÷２２を筆算でしましょう。 わる数２２を四捨五入して とみる。

２０ ２ ２
２２）４ ５ ２２）４ ５ ２２）４ ５

４ ４

② ３９÷１３を筆算でしましょう。 わる数１３を四捨五入して とみる。

１０ ３ ３
１３）３ ９ １３）３ ９ １３）３ ９

３ ９

③ ８２÷２３を筆算でしましょう。 わる数２３を四捨五入して とみる。

２０ ４ ３ ３
２３）８ ２ ２３）８ ２ ２３）８ ２ ２３）８ ２

９ ２ ６ ９
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④ ８６÷２８を筆算でしましょう。 わる数２８を四捨五入して とみる。

３０ ２ ３ ３
２８）８ ６ ２８）８ ６ ２８）８ ６ ２８）８ ６

５ ６ ８ ４

３ ０

ステップ〈２〉

５ 次の計算をしましょう。

① ② ③ ④

３２）９ ８ ２３）６ ９ １４）５ ６ ２４）９ ４

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

１４）９ ９ １５）４ ５ １７）６ ９ １６）９ ６
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６ 次の式を筆算でやりましょう。また、たしかめもしましょう。

① ７７÷１５ ② ５３÷１４

） ）

たしかめ たしかめ

７ いちごが８５こあります。

１パック１２こずつつめると何パックいるでしょう。

また、いちごは何こあまるでしょう。

式

答え

ステップ〈３〉

８ 国語辞典が１６さつ入るダンボール箱があります。国語辞典９５さつすべて

つめこむには、ダンボール箱は何箱いるでしょう。

式

答え
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（３） （３けた）÷（２けた）の計算

基本のたしかめ

わる数を何十とみて考えよう。

１ １ぽん３１円のだんごがあります。 １本 ３１円

１８６円では、何本買えるでしょう。

「同じ数ずつ分ける」とこたえがでるしくみなので、わり算になります。

式 １８６÷３１ です。

計算のしかたを考えましょう。

わる数の３１を四捨五入して３０とみて商の見当をつけると

３０ ６
３１）１ ８ ６ ３１）１ ８ ６ ３１）１ ８ ６

３１と１８をくらべると ３１と１８６をくらべると 計算する。

３１のほうが大きいから １８６のほうが大きいから ３１×６＝１８６

十の位には商はたたない。 見当をつけた商の６を １８６－１８６＝０

一の位にたてる。 になる。

１８６÷３１＝６

答え 本

（３けた）÷（２けた）の計算も（２けた）÷（２けた）の計算と

同じように商の見当をつけて考えるんだね。

（３けた）÷（２けた）の計算でも

見当をつけた商が大きすぎた場合は、商を１小さくし、

見当をつけた商が小さすぎた場合は、商を１大きくして計算しましょう。
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基本のたしかめ

商が何の位にたつか考えよう。

２ ８６１÷２１の計算のしかたを考えましょう。

８６１÷２１の計算は、筆算で次のようになります。

わる数の２１を四捨五入して２０とみて商の見当をつけると

２０

２１）８ ６ １ ２１と８をくらべると

２１のほうが大きいから

百の位の上に商は立たない

２１）８ ６ １ ２１と８６をくらべると

８６のほうが大きいから

十の位の上に商（４）を

たてる。

４ ４ ４ １

２１）８ ６ １ ２１）８ ６ １ ２１）８ ６ １

８ ４ ８ ６

２ １ ２ １

２ １

わる数２１と商の４を 差（２）とわる数２１

かける。 をくらべ 差のほうが小

２１×４＝８４ さければ、一の位の数を ２１－２１＝０

８６から積８４をひく。 おろす。そして になる。

８６－８４＝２ わる数２１と２１をくら

べて商をたてる。

一の位の商に１がたつ。

２１×１＝２１
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ステップ〈１〉

３ 最初に商がたつのは、「十の位ですか」、「一の位ですか」。どちらかに○をつけ
さいしょ

ましょう。

① ②

４８）３ ４ ８ ４８）９ ６ ５

③ ④

１３）３ ４ ８ １３）１ ２ ８

４ □にあてはまる数をかきましょう。

①

４８）３ ４ ８

３ ３ ６ ← ４８×

１ ２ ← ３４８－

② １ １

２７）４ １ ４ ２７）４ １ ４ ２７）４ １ ４

２ ７ ２ ７ ２ ７

１ ４ ４

１ ３ ５

③ ２
２７）５ ５ ５

５ ４

１ ５

③は、一の位の０を忘れ

ないように気をつけよう。
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ステップ〈２〉

５ 次の計算をしましょう。

① ② ③

２０ １９）１ ２ １ ５９）３ ０ ５ ３８）３ １ ５

④ ⑤ ⑥

１６）１ ４ ４ ２９）２ ０ ３ １３）１ ０ ０

６ 次の計算をしましょう。

① ② ③

３８）９ １ ４ １８）５ ７ ６ ２５）７ ５ ６
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④ ⑤ ⑥

５３）８ ４ ５ １５）９ １ ９ ２４）７ ０ ５

７ ２２５ページの本を１日２５ページずつ読むと、何日で読み終わるでしょ。

式 筆算

）

答え

ステップ〈３〉

８ おり紙が３２５まいあります。２７人で同じ数ずつ分けます。

① １人分は、何まいになるでしょう。また、何まいあまるでしょう。

式

答え

② あと何まいあれば、１人１３まいずつくばれるでしょう。

式

答え
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（４） 計算の工夫

基本のたしかめ

１００をもとにして計算の工夫を考えよう。

１ ８００÷２００を工夫して計算しましょう。

１００をもとにして考えると

８００÷２００＝４

８００は１００が こ

つまり ÷１００ ÷１００ すると

２００は１００が こ

８ ÷ ２ ＝４

答えは同じになる。

２ １００÷２５を工夫して計算しましょう

１００と２５はどちらも わる数の２５に４をかけると

５でわれるから １００になることから

１００÷２５＝ １００÷２５ ＝

÷５ ÷５ ×４ ×４

２０ ÷ ５ ＝ ４ ４００÷１００＝ ４

かんたんな計算になる。

わり算では、わられる数とわる数に同じ数でわっても、

同じ数をかけても商はかわりません。

ステップ〈１〉

３ □にあてはまる数をかきましょう。

① ６００÷３００＝２ ② ２００÷２５

÷ ÷ ＝（２００× ）÷（２５×４）

６ ÷ ３ ＝２ ＝８００÷１００＝８
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ステップ〈２〉

４ 工夫して計算しましょう。

① ３５０÷５０ ② ７００÷２５

ステップ〈３〉

５ 次の筆算をしましょう。

① ②

２４）８ ３ ５ ３ ８３）１ ３ ２ ９

６ わり算の文章問題をつくりましょう。

そして、自分で答え（式、筆算、答え）をつくりましょう。

問題

式 筆算

答え
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答えのページ
（１）何十でわる計算

基本のたしかめ

１

① 式 ６０÷２０

② ６０まいは、１０が ６ たば、２０まいは、１０が ２ たば

だから

６たばを２たばずつ分けることと同じことなので

６ ÷ ２ ＝ ３ と考えることができます。

よって

６０÷２０＝ ３ になり

答え ３ 人

２

１８０は１０が １８

① １８０÷６０ だから １８ ÷６

６０は１０が ６

１８０÷６０＝ ３ 答え ３

３

① 式 ２００÷３０

②

２００は１０が ２０

２００÷３０ だから

３０は１０が ３

２０÷３＝６ あまり ２ になります

あまりの２は１０が２こあることだから ２０ です

よって ２００÷３０＝ ６ あまり ２０ になります。

答え ６ こ買えて ２０ 円あまる。
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③ わる数×商＋ あまり ＝わられる数 です。

３０×６＋２０＝２００

ステップ〈１〉

４

① ８０÷２０は、 １０ をもとにすると８÷２になるので、

８０÷２０の答えは、 ４ です。

② １４０÷７０は、 １０ をもとにすると１４÷７になるので、

１４０÷７０の答えは、 ２ です。

③ １５０÷４０は、 １０ をもとにすると

１５÷４＝ ３ あまり ３ になります。

１０をもとに考えているからあまりは ３０ になります。

だから１５０÷４０＝ ３ あまり ３０ になります。

たしかめ わる数 × 商 ＋ あまり ＝ わられる数

４０ × ３ ＋ ３０ ＝ １５０

ステップ〈２〉

５

① ４０÷２０＝２ ② １５０÷５０＝３ ③ ２１０÷３０＝７

④ ３２０÷４０＝８ ⑤ ４００÷８０＝５ ⑥ ４２０÷６０＝７

６

① ８０÷３０＝２あまり２０

たしかめ

３０×２＋２０＝８０



-４ -８ -19-

② ２９０÷９０＝３あまり２０

たしかめ

９０×３＋２０＝２９０

③ ２７０÷７０＝３あまり６０

たしかめ

７０×３＋６０＝２７０

７ 式 ４８０÷７０＝６あまり６０

答え ６本でき ６０㎝あまる

たしかめ

７０×６＋６０＝４８０

ステップ〈３〉

８ 式 ５㎏８００Š＝５８００Šだから

５８００÷６０＝９６あまり４０

答え ９６日分 あまり４０Š

９ 式 ２４００÷３００＝８

答え ８ヶ月

（２） （２けた）÷（２けた）の計算

基本のたしかめ

１ ① 式 ６５÷２１

わる数の２１を四捨五入して２０とみて商の見当をつけると

およそ ３ となる。 ２０ ３

２１）６ ５

② 上の６５÷２１の計算を筆算ですると次のようになります。

３ ３ ３ ３
２１）６ ５ ２１）６ ５ ２１）６ ５ ２１）６ ５

６ ３ ６ ３ ６ ３

２ ２
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２ ① わる数の２４を四捨五入して２０とみて商の見当をつけると

およそ ４ となります。

② ８５÷２４の計算は、筆算で次のようになります。

３

２０ ４ ４ ３
２４）８ ５ ２４）８ ５ ２４）８ ５

９ ６ ７ ２ ７ ２

１ ３ １ ３

３ ① わる数の２７を四捨五入して３０とみて商の見当をつけると

およそ ２ となります。

② ８９÷２７の計算は、筆算で次のようになります。

３

３０ ２ ２ ３
２７）８ ９ ２７）８ ９ ２７）８ ９

５ ４ ８ １ ８ １

３ ５ ８ ８

ステップ〈１〉

４ ① ４５÷２２を筆算でしましょう。 わる数２２を四捨五入して ２０ とみる。

２０ ２ ２ ２
２２）４ ５ ２２）４ ５ ２２）４ ５

４ ４ ４ ４

１
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② ３９÷１３を筆算でしましょう。 わる数１３を四捨五入して １０ とみる。

１０ ３ ３ ３
１３）３ ９ １３）３ ９ １３）３ ９

３ ９ ３ ９

０

③ ８２÷２３を筆算でしましょう。 わる数２３を四捨五入して ２０ とみる。

３

２０ ４ ４ ３ ３
２３）８ ２ ２３）８ ２ ２３）８ ２ ２３）８ ２

９ ２ ６ ９ ６ ９

１ ３

④ ８６÷２８を筆算でしましょう。 わる数２８を四捨五入して ３０ とみる。

３

３０ ２ ２ ３ ３
２８）８ ６ ２８）８ ６ ２８）８ ６ ２８）８ ６

５ ６ ８ ４ ８ ４

３ ０ ２

ステップ〈２〉 ４ ３

５ ① ３ ② ３ ③ ５ ④ ４

３２）９ ８ ２３）６ ９ １４）５ ６ ２４）９ ４
９ ６ ６ ９ ５ ６ ７ ２

２ ０ ０ ２ ２
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７ ６

８ ３ ４ ５
⑤ ９ ⑥ ２ ⑦ ３ ⑧ ４

１４）９ ９ １５）４ ５ １７）６ ９ １６）９ ６
９ ８ ４ ５ ６ ８ ９ ６

１ ０ １ ０

６ ① ７７÷１５ ② ５３÷１４

５ ３

４ ４

３ ５

１５） ７ ７ １４ ） ５ ３

７ ５ ４ ２

２ １ １

たしかめ たしかめ

１５×５＋２＝７７ １４×３＋１１＝５３

７ 式 ８５÷１２＝７あまり１

答え ７パックあまり１こ

ステップ〈３〉

８ 式 ９５÷１６＝５あまり１５

５＋１＝６

答え ６箱

（３） （３けた）÷（２けた）の計算

基本のたしかめ

１

わる数の３１を四捨五入して３０とみて商の見当をつけると

３０ ６ ６
３１）１ ８ ６ ３１）１ ８ ６ ３１）１ ８ ６

１ ８ ６

０
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１８６÷３１＝６

答え ６ 本

基本のたしかめ

２ ８６１÷２１の計算は、筆算で次のようになります。

わる数の２１を四捨五入して２０とみて商の見当をつけると

２０

２１）８ ６ １ ２１と８をくらべると

２１のほうが大きいから

百の位の上に商は立たない

４

２１）８ ６ １ ２１と８６をくらべると

８６のほうが大きいから

十の位の上に商（４）を

たてる。

４ ４ １ ４ １

２１）８ ６ １ ２１）８ ６ １ ２１）８ ６ １
８ ４ ８ ４ ８ ６

２ ２ １ ２ １

２ １ ２ １
０

ステップ〈１〉

３

① ○ ② ○

４８）３ ４ ８ ４８）９ ６ ５

③ ○ ④ ○

１３）３ ４ ８ １３）１ ２ ８
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４

① ７
４８）３ ４ ８

３ ３ ６ ← ４８×７

１ ２ ← ３４８－ ３３６

② １ １ １ ５

２７）４ １ ４ ２７）４ １ ４ ２７）４ １ ４

２ ７ ２ ７ ２ ７

１ ４ ４ １ ４ ４

１ ３ ５

９

③ ２ ０

２７）５ ５ ５

５ ４

１ ５
ステップ〈２〉

５

① ６ ② ５ ③ ８

２０ １９）１ ２ １ ５９）３ ０ ５ ３８）３ １ ５
１ １ ４ ２ ９ ５ ３ ０ ４

７ １ ０ １ １

④ ９ ⑤ ７ ⑥ ７

１６）１ ４ ４ ２９）２ ０ ３ １３）１ ０ ０
１ ４ ４ ２ ０ ３ ９ １

０ ０ ９

③は、一の位の０を忘れ

ないように気をつけよう。
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６

① ２ ４ ② ３ ２ ③ ３ ０

３８）９ １ ４ １８）５ ７ ６ ２５）７ ５ ６
７ ６ ５ ４ ７ ５

１ ５ ４ ３ ６ ６

１ ５ ２ ３ ６

２ ０

④ １ ５ ⑤ ６ １ ⑥ ２ ９

５３）８ ４ ５ １５）９ １ ９ ２４）７ ０ ５
５ ３ ９ ０ ４ ８
３ １ ５ １ ９ ２ ２ ５

２ ６ ５ １ ５ ２ １ ６

４ ９
５ ０

７

式 ２２５÷２５＝９ 筆算 ９

２５ ）２ ２ ５
答え ９日 ２ ２ ５

０

ステップ〈３〉

８ ① 式 ３２５÷２７＝１２あまり１

答え １２まい あまり１まい

② 式 ２７－１＝２６

答え ２６まい

（４） 計算の工夫

基本のたしかめ

１ ８００÷２００を工夫して計算しましょう。

１００をもとにして考えると

８００÷２００＝４

８００は１００が ８ こ

つまり ÷１００ ÷１００ すると

２００は１００が ２ こ

８ ÷ ２ ＝４

答えは同じになる。
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２ １００÷２５を工夫して計算しましょう

１００と２５はどちらも わる数の２５に４をかけると

５でわれるから １００になることから

１００÷２５＝ ４ １００÷２５ ＝ ４

÷５ ÷５ ×４ ×４

２０ ÷ ５ ＝ ４ ４００÷１００＝ ４

かんたんな計算になる。

わり算では、わられる数とわる数に同じ数でわっても、

同じ数をかけても商はかわりません。

ステップ〈１〉

３ □にあてはまる数をかきましょう。

① ６００÷３００＝２ ② ２００÷２５

÷ １００ ÷ １００ ＝（２００× ４ ）÷（２５×４）

６ ÷ ３ ＝２ ＝８００÷１００＝８

ステップ〈２〉

４ 工夫して計算しましょう。

① ３５０÷５０ ② ７００÷２５

＝（３５０÷１０）÷（５０÷１０） ＝（７００×４）÷（２５×４）

＝３５÷５ ＝２８００÷１００

＝７ ＝２８

３５０÷５０

＝（３５０×２）÷（５０×２）

＝７００÷１００

＝７

（つづく）
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ステップ〈３〉

５

① ３ ４ ８ ② １ ６

２４）８ ３ ５ ３ ８３）１ ３ ２ ９
７ ２ ８ ３

１ １ ５ ４ ９ ９

９ ６ ４ ９ ８

１ ９ ３ １

１ ９ ２

１

６ わり算の文章問題をつくりましょう。

そして、自分で答え（式、筆算、答え）をつくりましょう。

問題

（担任の先生にみてもらう）

式 筆算

答え


